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驚 膝 皿 2%苛性 ソーダ法集菌後無菌溜水洗搬後再遠心共沈漆を建株錘固定せるもの
(表 中9わ実験数)

固 定 法 固 定 率 雑菌凝生率 100視 野､単 位 椅 核 甫 発 育 平 均 率
ヰ什 廿 土 .

章乞- 煤 9/9 2/9 .13 8 ° 6

5) 依って実験VIの方法､EPち2%苛性ソーダ法集蘭後無菌滑水にて洗准再び遠心､其沈淀を資沫IJ
乾燥固定して行 く本改良港は､米津添､即ち曙疾塗沫後乾燥し6%硫酸水中2b分間雑菌を処理し､更

に無菌溜水中に10分間2回通過せしめたる後､Kirchner堵基中に増車する方法に比し､埼養成珠に於

で優 り､時間と手数とに於ても多少簡略になりたるかと思考するO但し操作上遠心を2回行う事は､雑

菌迷入の磯会を多からしむるものではないかと云う点紅於て倍考慮を要する0

6) 更に粟津添柱その培養捻出率が従乗の岡､片倉汝に劣るのであるが､本改良津に於ける集菌法

を施せる効果が此の快点を除去して啄疾の早期培養検出法としても優秀なるものなるや 否やに就いて

目下検討中である｡

文 献

J.W.BerryandHopeLowry; `̀ASlidlnethodefortheearlydetection andobserbationofgrowthof

thetuberclebaculns"- Americ?nRev･ofTub･July,1949

記:､米津､山本 ;〟SlideCulttFeMethodの紹介 ‖一 日本蹄床給核 10月 1950●

人夢的混合感染による空洞碍浄化に関する研究

(第 1報)

枯 草 菌 類 を以 て す る実 験

年 周 介
並 河 靖

Ⅰ 結核性虫洞に封する混合感染の意義に裁て

茎洞の混合感染の意義に就いては､ 従来其の憩い面のみが強調せられて来て居るが､欧に佐多博士

(1899)の研究の中にも認められる如 く､ 混合感染によって茎洞睦の乾酪物質の融解排除は著明に促

進せられ､内陸は清浄推されることが知られて居る｡ 之は混合感染が基洞の治癒横棒を促進したと東

棟して誤 りではなかろう. 従って混合感染菌の種罪によっては､基洞壁の破壊拡大を来すことなく､

その清浄化のみを助長する如き場合もあり得るわ抄であるO

-方生体で結核性茎洞の内容を検してみると､ その混合感染の少いことにむしろ意外の感を抱 くも

のである.0.之は生体内では結核菌が他の細菌の繁殖を阻止して居る結果ではないかと考えるo之が結

核性基洞の清浄化の起り難い理由の一つかも知れない｡

私等は個体に対しては可及的無音で､基洞壁の乾顧物質に Saprophyticに繁殖し､之を融解排除
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せしめると共に､その産生する杭結核菌性物質によ3'で､結核菌の発育を阻止する如き至見合感染を惹超

せしめるならば､基洞の治癒壊韓に対し好影響を輿えるもので托ないかと考え', 本研究に藩手した.

Ⅱ 枯葺菌類乏以です′る研究

第-の着手として枯草菌覧頁を採 り上げた｡その理由は 1)枯草菌の中には抗菌物質を生産する菌株

が度々毒見されて居ること○例-ば SubtilinJ.Subtenolin等. 2)人体に体する病原性のないらしい

こと｡ 3)べ-シ1)ン或はストレプ トマイシンに対して感受性が高 く､ 万一人体に対して病原性を規

はした際にも容易に除去し得ることにある｡

a 基礎実験

乗取第1 結核菌に封 L抗菌的に作用する祐芋首の撰樟

実験方法 握合感染菌を人膚的に茎洞内に入れた場合､結核菌と共存し得､而 も結核菌の発育を阻

止せしめることが目的であるから試験管内実陵に於ても被槍菌と結核菌を同一堵地中 に共存せしめる

事が必要であり､培養滴液のみに依る結核菌発育阻止現象のみを探上げたのでは好適な菌株を見逃す恐

れがないではなtJIo 所が発育速度の非常に遅い結核菌を対象とするのであるから従乗用ひられて郊た

抗菌物質産生菌の検索方法の如き肉眼的に両菌株のコロニーの状態を測定 して選別する′様な方法はこ

の場合全く利用し得ぺ くもないO 先づ比較的発育の速か夜烏型結核菌を用ひ種々の方浩を検討して見

たが､結核菌の;発育歌:態を明瞭的確に観察することは出来なかった｡

事に Am.Rev.Tbc.の July,1949に BerryandLowryが SlideCultureMethodの一法を発

表して居るので之を本至等験に麿用したo

l 縦に年切した細長いスライ ドグラスを乾熱滅菌し､その一端にガフキ-JI ～Ⅲ号の堵疾を塗珠､

滅菌シャ-レ-に収めてgG卵器中で約30分間乾燥する｡

2 滅菌容器に満たした37oCの5%疏牧水20分間処理. (啄疾中雑菌を除 く馬)

3 滅菌蒸滑水容器こ2箇をm琵欠通して硫酸を洗ふ0

4 普通試験管に分注したキルヒナ-培地 (10%山羊血清)中に投入して培葦｡

5 24時間増萎後被検菌1白金線頭量を追加混合堵萎｡

6 結核菌培養6日後に取出し､ 10%フォルマ1)ン水中にてスライ ドグラスを良 く洗tA併せて固定､

掩護する｡

7 日然乾燥､チ-ル ･ネールセン染色｡

8 校鏡により24時間培養後取出した同様操作の対照と比較し､被検薗追加混合増若枝安全に結核菌

の発育を阻止して居るもの､即ち対照と全 く同様の所見を呈するものを選出する｡
実験成績 分離した枯草菌202株に就き実験し､ 共存の下に患者啄疾中の結核菌の発育を完全に阻

止した菌株34株を得た｡

実験第2 動物に封 し病床性無く､両も Saprophyticに存在 し得る菌株の撰捧

実験方潅 体重15gr前後の堆マウスの腹腔内に督通寒天24時間培養の菌1/20漂準白金耳畳を0,5ccの

生理的食塩水浮子静液としたものを注意深 く確実rc注入し､ 20日放屠殺してその血液中及腹陸中の菌の

有無を培養に依 り証明するO 同時に腹腔内諾臓器の変化の有無を肉眼的に検二歪し､更にフォルマ1)ン

水中に固定して保存する○

実験成領 実験第1を油過した菌株23株に就き之を行った. 屠殺時迄に動物の体重の槍加した菌株

で､昏入局所たる腹腔内からは菌の生存を証明したが､ 血液中からは菌を証明せず､且つ肉眼的に腹
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/
腔内に柄変を認めないもの10株を得た.

追加実験 後述実験第3終了後選出せられた5株に就き夫々モルモットを使用して同棲実験を行ひ､

病原性の無いことを再確認した｡

鷺験第3ペニシリン感受性昔の擁捷

実験石浜 標準ペ-シ1)ン 1cc中 1.0,0.5,0.1,0.05,0.01,0.005単位含有ゐ稀釈ブイヲンに､ 背

痛寒天370C4日間増葦の菌1棟準白金耳量を2ccの蒸滑水浮潜液とし､ その1梼準白金耳量を夫々増暮

し､18時間後及5日後に萱発育の有無を換査する.

実験成績 18時間後の判定に放ては葉陰第2を油過した10株中5株は0･05単位のベ.=シ1)ン港度にて

発育を阻止せられて居るo菰し堵養5日後にには1.0単位の湛度に於ても何れも菌の顎骨を見たo

兼敏第4 結核性垂渦内容物中で教育増殖する菌株の選択

契駿方法 無菌的に採取した混合感染の無い結核性茎洞内容物1cc宛を滅菌小紋駿管転分注し､之

転普通寒天24時間増葦の被槍菌の薗液の極めて稀薄なもの1滴を加-良く撮凄撹拝して均等に混和した

後その1横準白金耳畳を普油寒天平板に塗抹増養する｡ 更に被槍菌を混じた基洞内容物の小試験管は

甲容の蒸発髭燥を防ぐ馬に封蝋して370C24時間 増零した後､ 前回と同一の操作のもとにその1樺準

白金耳畳を普通寒天平板に塗抹堵暮して､茎洞内容物に混じた被検菌が370C24時間の培養によって

鞄育増殖したか否かを両回の培養により夫,{菅油寒奉平板に生じた被検菌のコ.7--の数から判定す

るo

実験成揖 基洞内容物を採取し得る堆会及びこの際に多量の内容物を得ることが少く､従って本実

敬は極めて実施困難で現在迄に実験第1を通過した菌の中で17株 (後述S17号株を含む)に就いて検査

を行ったが､特に良好なる発育槍殖を示す菌株を連出し得なかった.

考察卑び拝辞

基礎実験第1-第3によりこ 茎洞内に注入し得る混合感染菌として一膝有効で且つ無事で往ないかと

期待せられ･る菌株5株を分軒選出し得た.

実験第4は臨界実験第1の後に行ひ得たが､ 患者基洞円に注入した菌が比較的早期に啄疾中から渦失

した事実と照合して基礎突放としては極めて大切な実験であることがわかつ′た. 従って今後は更に多

数の菌株に就いて本実験を行ふ必要を痛感したq

b 臨床突放

基礎実験第1-第3により逆鞘した菌株5株中のS17号株に就いて臨界実験を行ったO

崇敬等l S17号株による実験 ､

失敬方法 4例の患者に就て試みたが､患者はすべて両側に高度の病変を有し､ 且つ茎洞はいづれ∫
も直径6cm以上の 玉大茎洞で､.既に虚除療津の連勝外の 重症例ばか りであるO 啄疾量も椅ね一日畳

50cc前後に連し､その中の結核菌はガフキ-Ⅱ-Ⅷ号 (濠近2カ月)を証明する｡体現は椅ね平温であ

るが､1例は甚だ重症で37oCを越す日が多く時に38oC以上になることもあるo 枯草菌は背油寒天噂養
1馨夜及1週間のものを等量にま昆合し､1.OcclOlpgの食塩水菌浮.7好守夜をつ くり､その0.5cc叉は1.0ccを

密接長針にて茎洞穿刺を行ひ除}{に注入した.

経過 ･4例7回の注入の結果を一括すれば夷の棟である｡

1 体温 :4例中3例に於て注入慣後 より寧慶の憩寒を件ふか､或は惑塞なくして体温上昇し､1-2
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日は38oC台時に39oC近 くになったが､何等処置することな く大体7日目には平温に復したo他の1例は

殆んど何等の反膝 もなかった0

2 -肢状態 :発熱と共紅食思不振を釆すが､解熱後は容易に旧に復すo 其れ以外には大した異御

感はたかった｡ -

3 啄噺､啄疾 :啄症の粘調度が減少して囁 が切れ易くなった例を除いて時啄癖に妊大した影響は

なかった｡啄疾畳の減少を著明に来した例が1例ある｡ .

4 結核菌の内定 .･1例に於ては1時的に結核菌数の増加を来し､ 菌塊を混するものがあり､乾髄物

質の融解､益洞清浄化が始まったかに感ぜられたが､ 爾後格別の変化もなく､その他の例に於ても著

明な変化は見られなかった｡

5 啄疾中枯草菌の滑長 :注入4日日蓮は証明出来たが､ 爾後治夫し-股に7日目では既に証明出来

ない.1例で9日目に芽胞の型でその存在を証明した.

考察及び緒論

臨界実験は開始以釆 日向性浅 く､以上僅か1菌株両も少数例に就てのみの実験であり､結論を出すこ

とは何早かとも考えられるが､S17号株に関する限 り人体内に於ては殆んど増殖し得ない如 くである｡

従って我々の企図した臨床効典も望み薄であろうと考えられる｡

然るにか ゝる菌株でも多量を一一時に注入すれば､可な りの反鷹を惹起し得るものであり､ 更に人体

内に ansiedelnL易い細菌を用うる場合には余程慎重の注意を要す ることを知ったO

今後正桔輩菌類に就いては基礎実験第蛇 更に多数の菌株に実施して適廠菌株の発見に努ゆると共に

枯草菌以外の細菌に就いても基礎実験を進める予定である.

発育期女子の心臓の大きさに関する｢レ｣線学的研究

西 岡 淳 ●

渡 辺 晃 雄

緒 言 L?uisが肺結核患者の心膝が健庶人のそれに比して著しく小さい事を措摘したのは既に(り
100年以上も前の事であるo斯 くの如 く心隈の太さには盲 くより関心が向けられ､殊に Morizが心臓(2)
実大測定法を創始し､K6hlerが遠距離撮影法に依る簡便法を案出して以来､之等による研究は少くな

いが､その多くは成人に関するものであり､発育期に於ける心臓の大さを取扱ったものは､ 本邦に於
(3) (4)

ては住に稽玉､岡部の2報告あるに過ぎず､両 も共に男子ば関するものであって､著者は寡聞にして女

子発育期に関する報告を知らない. そこで余等捻12才乃至18才の女子の心膝の太さを測定し､之と年

令その他種々なる体畳並に Borchardt等の謂ふ過敏性体質との 関係を観察するのも徒爾で夜からう

と考-たo

L研究材料並に研究方法 研究の対象としては某 旧制高等女学校生徒870名の中､健康で既往症中に

心臓の大さ及び形に変化を乗すべき諸疾患を有せず､ 両 も脊柱及び鎖骨像を標準として正しく左右相

私に撮影された249名の胸部 ｢レ｣線像を用いた｡これは管球フイルム間距離1.5氷､1/10秒で探吸菊時

に撮られた背腹位撮影像であるo 斯 くて得られた心癒像は実大豆則定装置による像 よt)も楕大であらう


